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第 1 章 問題の背景と所在  

青年期は自己愛傾向が高まると考えられており，小塩（2004）は自己愛の高まりから回復する過

程において，対人関係の要因を考慮することが重要であると述べている。また，自己愛を検討する

際には自己愛傾向を「誇大型」と「過敏型」の 2 類型から捉える視点が隆盛になっている（神谷・岡

本，2010）。青年期の対人関係をとらえる観点のひとつとして依存が挙げられる（長尾・笠井・鈴木，

2005）。上地（2011）は自己愛傾向と依存性の関連を検討する重要性を指摘しているが，これまで

自己愛と依存性の関連を検討している先行研究は少なく（松並，2013，2014； 長沼・落合・落合，

2000； 小塩，1996； 玉瀬・相原，2005 ），自己愛傾向の 2 類型に注目して，それらの傾向が依

存性とどのように関連があるのかを検討することは重要なテーマであると考える。また，自己愛と依

存はそれぞれ未熟なものから成熟したものへと発達していくと考えられてきており（Kohut，1971，

1977，1984，関，1982），桑原（2002）は，発達という視点から自己愛を検討する際に不可欠な視

点として「自己対象体験（self-object experiences）」という概念をあげている。このことから，発達

の視点から自己愛傾向や依存性を検討するために自己対象体験との関連を検討することは重要

であると考える。自己対象体験とは「特定の人物や対象，象徴との関係性によって生じる主観的体

験」と定義されており，個人は生涯，自己対象の支持的な反応を必要としている（Kohut，1971，

1977，1984）。また，白井（2005）は，過去に持たれてきた自己対象体験の蓄積や不全について

は，一般的な他者に対する現在の態度から類推する事が有効だと述べており，小林（2006）は，

自己対象体験については対象を「人」に限定せず，その多様性を考慮することによって検討するこ

とが重要であると指摘している。したがって，発達とともに成長していくと考えられている自己愛傾

向と依存性が，これまでに経験してきたさまざまな対象との自己対象体験の蓄積や不全とどのよう

に関連しているかを明らかにしていくことは，有意義なテーマであると考える。 

 

第 2 章 本研究の目的  

本研究では，青年期に高まる自己愛傾向の特徴として誇大的側面および過敏的側面に着目し，

それら 2 つの自己愛傾向と依存性および過去から現在における自己対象体験の蓄積や不全とど

のように関連しているかを明らかにすることを目的とする。 

 

第 3 章 研究方法  

2016 年 7 月から 8 月の期間，関東圏内の大学に通う男女 18 歳から 24 歳の大学生を対象と

し，質問紙調査を実施した。なお，質問紙は，調査の留意点，回答方法，倫理的配慮を記載した

表紙，依存性の測定として「依存性尺度（関，1982）」，自己対象体験の測定として「自己対象体

験尺度（小林，2006）」，自己愛傾向の誇大的側面と過敏的側面を測定するために「自己愛人格

目録短縮版（小塩，1998; 以下，NPI-S とする）」と「自己愛的脆弱性尺度短縮版（上地・宮下，

2005; 以下，NVS 短縮版とする）」の 2 つの尺度をシャッフルした「自己愛シャッフル尺度」，対象

者の属性（性別，年齢，学年）を問うフェイスシートから構成されている。 

分析には SPSSver23.0 を使用し，各尺度の因子構造を確認するために因子分析を行った後，

性差を検討するために t検討を，また，各尺度間の相関を求めるために相関分析を行った。そのう

えで，自己愛シャッフル尺度を用いて調査対象者を 4 群に分け，各群における依存性および自己

対象体験の特徴を検討するために，性別と自己愛 4 群を独立変数，依存性尺度および自己対象

体験尺度を目的変数とした 2要因 8 水準の分散分析を行った。 
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第 4 章 結果および考察 

711 名に質問紙を配布したうち，回収が 517 名（回収率 72.71%）であり，非回答，多重回答，

一部欠損などを除いた最終的な分析対象者は 397 名（有効回答率 76.79%）であった。その内訳

は，男性 135名，女性 262 名，平均年齢は，20.11（SD=1.14）歳であった。 

自己愛シャッフル尺度を因子分析したところ，因子負荷量が.40 に満たない 11 項目を削除し，

最終的には，他者の感情や反応に鈍感で周囲を気にかけない誇大性の自己愛を表している「誇

大型自己愛（19 項目）」と，他者の言動や反応に敏感で，批判や軽視に傷つきやすいタイプの自

己愛を表している「過敏型自己愛（20項目）」の 2因子が抽出された。また，性差を検討した結果，

過敏型自己愛のみ，女性の方が有意に高い得点であった。依存性尺度は，「依存拒否（12 項目）」

「依存欲求（9 項目）」「統合された依存（7 項目）」の 3 因子が抽出された。自己対象体験尺度は，

「鏡映自己対象体験（12項目）」，「理想化自己対象体験（3項目）」の 3因子が抽出された。また，

性差を検討した結果，依存欲求，統合された依存，鏡映自己対象体験，理想化自己対象体験に

おいて，女性の方が有意に高い得点であった。 

相関分析の結果，男女ともに「誇大型自己愛」と依存性および自己対象体験の間に相関は認

められなかった。一方，「過敏型自己愛」においては，男女ともに「依存欲求」との間に有意な強い

正の相関が認められた（男性: r=.65，p<.01 女性: r=.64，p<.01 ）。このことから，男女ともに過

敏型自己愛が高い者は，自己評価を維持したり，自己愛の傷つきを独りで抱えたりするために，他

者からの配慮や援助を求める依存欲求を持つことが示唆された。自己愛の下位尺度得点平均値

（誇大型自己愛 2.55（SD=0.63），過敏型自己愛 3.28（SD=0.64））を基準とし，「誇大型自己愛」

「過敏型自己愛」について，高・高群（混合型 124名），高・低群（誇大型 83名），低・高群（過敏型

89 名），低・低群（低自己愛群 101 名）の 4 群に分け，分散分析を行ったところ，依存性および自

己対象体験について自己愛 4群と性別による交互作用は認められなかった。自己愛 4群による主

効果は「依存欲求（F（3，389）=34.93，p<.001）」「統合された依存（F（3，389）=4.31，p<.01）」

「鏡映自己対象体験（F（3，389）=2.90，p<.05）」「理想化自己対象体験（F（3，389）=2.87，

p<.05）」で認められた。多重比較の結果，「依存欲求」では誇大型・低自己愛群よりも過敏型・混

合型の方が，「統合された依存」では低自己愛群よりも過敏型の方が，「理想化自己対象体験」で

は低自己愛群よりも過敏型・混合型の方が有意に高い得点であった。また，「鏡映自己対象体験」

では低自己愛群よりも過敏型・混合型の方が有意に高い得点の傾向があることが認められた。 

誇大型は，一般的に適応的と考えられる群であり，他者からの評価を気にせずとも自己価値を

維持できるため，肯定的な反応を他者に求める依存欲求が低くなることが示唆された。過敏型は，

自己価値を維持するために特定の対象から肯定的な反応や安心感を得て，目標や理想となるよう

な自己対象を必要とし，そのような対象と融合することによって自己価値を維持している可能性が

示唆された。混合型は過敏型のように，自己価値を維持するために，肯定的な反応を他者に求め，

目標や理想となる自己対象を必要としている可能性が示唆されたが，そのような対象は過敏型の

ように限定的な対象との間で行われているわけではないことが示唆された。また，低自己愛群は理

想化自己対象体験が少なく，青年期における第二の分離固体化の時期に，親からの脱理想化が

行えていない可能性が示唆された。本研究によって，特に過敏型は対人関係で特定の他者に依

存欲求を向ける傾向や他者を理想化するような自己対象体験をもっていることが明らかとなった。

今後は依存対象を限定し，質的な自己対象体験に着目して，過敏型についてより詳細な検討が

必要であると考えられる。 
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